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◆
議
会
運
営
委
員
会
で
先
進
都
市
を

視
察

日
時

　

平
成
29
年
10
月
25
、
26
日

視
察
項
目

　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

視
察
先

　

東
京
都
町
田
市
、
神
奈
川
県
横
須

賀
市

■
目
的

　

議
会
改
革
度
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ
の

上
位
に
位
置
す
る
先
進
市
を
調
査
し
、

議
会
改
革
の
参
考
と
す
る
。

■
視
察
内
容

　

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
を
中
心
に
、

導
入
の
背
景
・
経
緯
・
効
果
・
課
題

の
説
明
を
受
け
た
。

■
所
感

　

本
市
同
様
、
議
会
改
革
の
目
指
す

と
こ
ろ
は
「
開
か
れ
た
議
会
」。
議

会
活
動
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、

市
民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
た
。

　

両
議
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

等
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
を
推
進
し
、

積
極
的
な
情
報
発
信
と
会
議
の
合
理

化
が
図
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
全
て

の
資
料
を
電
子
化
す
る
こ
と
の
限
界

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
の
構
築
を
課

題
に
挙
げ
て
い
た
。
費
用
対
効
果
を

含
め
こ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
し
、
議

会
改
革
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

◆
中
学
３
年
生
が
議
会
を
体
験

　

市
内
の
中
学
３
年
生
が
、「
地
方

自
治
制
度
学
習
」
と
し
て
、
本
市
議

会
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
図
書
館
の
新
設
条
例
を
題

材
に
、
そ
の
賛
否
を
議
論
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
図
書
館
を
新
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
勉
強
で
き
る
機
会
が
増

え
る
と
い
っ
た
意
見
や
、
市
内
に
３

カ
所
も
図
書
館
が
あ
る
た
め
、
そ
の

予
算
を
他
の
事
業
の
費
用
と
し
た
方

が
良
い
の
で
反
対
と
の
意
見
が
出
る

な
ど
、
白
熱
し
た
討
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

■
生
徒
の
感
想

・
議
会
は
、
遠
い
も
の
だ
と
感
じ
て

い
た
が
、
市
民
で
も
簡
単
に
議
会
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
身
近
に

感
じ
た
。

・
か
り
や
っ
こ
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と

に
よ
り
、
身
の
回
り
の
多
く
の
こ
と

が
、
地
方
自
治
に
よ
っ
て
動
い
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
驚
い
た
。

・
刈
谷
が
快
適
な
ま
ち
で
あ
る
の
は
、

条
例
な
ど
の
決
ま
り
を
議
員
の
方
々

が
話
し
合
っ
て
決
め
て
く
れ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
う
。
選
挙
権
を
持
っ
た

ら
、
投
票
に
行
き
た
い
と
思
う
。

・
政
治
は
、
難
し
く
て
よ
く
分
か
ら

な
い
と
い
う
考
え
方
を
や
め
て
、
自

分
か
ら
情
報
を
取
得
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
。

市とするために魅力ある刈谷
～住みたい、住み続けたい刈谷市を目指して、 各委員会で先進都市を視察～

企
画
総
務
委
員
会

　

刈
谷
駅
前
交
番
の
建
て
替
え

問　
現
在
建
て
替
え
中
だ
が
、
防

犯
機
能
な
ど
が
低
下
し
て
い
な
い
か
。

答　
街
頭
活
動
の
拠
点
を
刈
谷
駅

周
辺
に
置
き
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

事
件
、
事
故
、
困
り
事
相
談
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
建
て
替
え
に
よ
り
交
番
機
能

は
強
化
さ
れ
る
の
か
。

答　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
車
２
台
分

確
保
さ
れ
、
地
域
の
方
と
の
相
談
、

会
合
等
に
も
活
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ル
ー
ム
も
新
た
に
設
置
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
開
か
れ
た

交
番
と
し
て
機
能
が
強
化
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
「
防
犯
カ
メ
ラ
」「
Ｊ
Ｒ

刈
谷
街
道
踏
切
の
逆
走
」「
選
挙
」

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

福
祉
産
業
委
員
会

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
県
単
位
化

問　
県
単
位
化
に
よ
る
こ
と
で
、

被
保
険
者
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
。答　

財
政
基
盤
が
大
き
く
な
る
こ

と
に
よ
り
、
財
政
運
営
が
安
定
し
、

被
保
険
者
に
と
っ
て
も
保
険
税
負
担

の
増
減
が
起
こ
り
に
く
く
な
る
。
ま

た
、
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を

構
築
す
る
た
め
、
国
は
国
民
健
康
保

険
に
対
し
、
財
政
支
援
の
拡
充
を
行

い
、
被
保
険
者
の
負
担
の
軽
減
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
他
「
中
小
企
業
支
援
体
制
」

「
井
ケ
谷
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

「
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
生
活
保
護
の
状
況
」「
路
上
喫
煙

防
止
」
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

建
設
委
員
会

　
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
ホ
ー
ム
拡
幅

問　
平
成
29
年
度
の
進
捗
や
今
後

の
見
通
し
は
。

答　
平
成
29
年
１
月
に
Ｊ
Ｒ
東
海

と
締
結
し
た
設
計
に
関
す
る
協
定
書

に
基
づ
き
、
上
下
線
ホ
ー
ム
の
拡
幅
、

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
30
年
９
月
ま
で
に
は
、

工
法
、
工
事
費
の
算
出
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
整
備
計
画
を
ま

と
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
工
事
協
定
を
締

結
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

そ
の
他
「
西
三
河
都
市
計
画
駐
車

場
第
11
号
神
田
駐
車
場
の
都
市
計
画

決
定
」「
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
」「
フ
ロ
ー
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
よ

さ
み
」「
都
市
交
通
計
画
調
査
推
進

事
業
」
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
文
教
委
員
会

　
加
藤
与
五
郎
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル問　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容
は
。

答　
加
藤
与
五
郎
博
士
が
発
明
し

た
「
フ
ェ
ラ
イ
ト
」
に
関
す
る
展
示

物
の
更
新
、
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
映
像

モ
ニ
タ
ー
液
晶
化
等
で
あ
る
。
ま
た
、

地
元
自
動
車
関
連
企
業
の
協
力
に
よ

り
、
身
近
な
自
動
車
部
品
に
フ
ェ
ラ

イ
ト
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
す
る
展
示
も
実
施
し
て
い
る
。

問　
子
ど
も
達
が
展
示
室
を
見
学

す
る
機
会
は
あ
る
か
。

答　
社
会
科
見
学
等
で
地
元
の
児

童
生
徒
が
展
示
室
を
訪
れ
て
お
り
、

休
日
に
は
親
子
連
れ
の
見
学
も
あ
る
。

　

そ
の
他
「
司
書
」「
預
か
り
保
育
」

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
議
案
、
請
願
、
陳
情
の
審
査
の
ほ
か
、
主
に
次
の
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。 委

員
会
の
動
き

※印が掲載した項目です。

　千葉県千葉市　教員の負担軽減について
※東京都調布市　給食の食物アレルギー対策について
　　　　　　　　図書館の魅力向上について
　千葉県船橋市　歴史的資料のデジタル化について

◆市民文教委員会（10月18日〜20日）
※岡山県津山市　�つやま産業支援センターの取り組みにつ

いて
　山口県周南市　もやいネットセンター推進事業について
　香川県高松市　高齢者居場所づくり事業について

◆福祉産業委員会（10月11日〜13日）
※千葉県柏市　　　柏の葉スマートシティについて
　神奈川県逗子市　景観まちづくりについて
　栃木県宇都宮市　自転車の利活用の促進について

◆建設委員会（10月18日〜20日）
※京都府亀岡市　セーフコミュニティ推進事業について
　兵庫県姫路市　地域防災力向上の取り組みについて
　兵庫県川西市　ＰＦＩ事業について

◆企画総務委員会（10月11日〜13日）

学校給食における食物アレルギー事故防止
－組織的な取り組みと徹底した危機管理－

鈴 木　 浩 二市民文教委員会委員長

市内経済の成長・雇用創出の取り組み
－各企業の技術力を活かし、ブランド化－

外 山　 鉱 一福祉産業委員会委員長

スマートシティ実現のための取り組み
－公・民・学が連携した次世代環境都市づくり－

新 村　 健 治建設委員会委員長

セーフコミュニティ活動の推進
－安心・安全に暮らせるまちづくり－

清 水　 俊 安企画総務委員会委員長

目　　的
　刈谷市の全児童生徒が、安心で楽しい給食時間を過ごせるようにす
るため、先進市のアレルギー事故防止の取り組みについて学ぶ。
視察内容
　調布市では、給食に関わるヒューマンエラー対策として、環境整
備、給食指導、研修体制等に力を注いでいる。細部にわたって作成さ
れたルールやマニュアルに沿った対応能力の向上や病院とのホットラ
イン構築など、実施した危機管理体制の強化に組織的に取り組んでい
た。今後、医師会と更に連携し、「管理指導表の実態や学校の対応状況」
を堀り下げ、除去対応自体を減らす対策なども検討課題としていた。
所　　感
　第一学校給食センターの完成により、刈谷市のセンター方式での
アレルギー対応は強化された。しかし、事故の発生要因は、多くが
ヒューマンエラーである。マニュアル等を整備し、そのマニュアル等
に沿った行動が履行される体制
を確保するとともに、大事故を
未然に防止するための適切かつ
迅速な危機管理体制の強化は、
本市においても必要だと感じ
た。調布市のアレルギー事故防
止に向けた様々な取り組みは、
参考にすべき点が多く、有意義
な視察であった。

目　　的
　市内経済の成長、雇用の維持創出を目的として設置された「つやま
産業支援センター」の取り組みについて学ぶ。
視察内容
　優れた人材を登用するため、全国から公募し採用された統括マネー
ジャーを中心に、積極的に市内の企業を訪問している。各企業が持つ
「高い技術力」を引き出し、依頼があれば、同業者及び異業者をつなぎ、
自社技術に限界があっても対応可能業者へ情報提供するなど協働によ
る相乗効果で経済効果を創出しており、メイドイン津山のブランド化
を進めている。
所　　感
　本市の中小企業の多くは自動車部品関連で、常に生産性向上とコス
ト削減に取り組んでおり、その中で培われた高い技術力を持ってい
る。その技術力を顕在化させ、自動車部品以外にも活路を見出すこと
は、産業振興のキーワードであ
る。介護、医療、航空、IT、環
境などへの技術力の活用、そし
て津山市のように企業間で横の
展開を図っていくことは、メイ
ドイン刈谷につながる。本市に
おいても関係機関と連携しなが
ら、企業の実情を理解した実効
性のある支援が今後有効である
と感じた。

目　　的
　環境問題、少子高齢化などの社会的課題に対して、先進モデル都市
における「公・民・学」の連携を研究し、本市のまちづくりに活かす。
視察内容
　柏市では、「環境共生都市」「健康未来都市」「新産業創造都市」を
コンセプトに、行政、大学、民間企業、市民・ＮＰＯ等が連携・協働
し、地域主体の自立したまちづくりを実践している。また、異なる機
能を持つ建物をエネルギーネットワークでつなぎ、エネルギー利用の
最適化を図っている点が、大きな特徴であり、次世代環境都市を目指
している。
所　　感
　「公・民・学」の連携によりプロジェクトが計画的に進められており、
コンセプトを実施することへの強い想いを感じた。今回の視察では、
環境・基盤を整えることで、人が集まり、まちづくりが進むというこ
とを学ぶことができた。本市に
は、多くの企業や愛知教育大学
があり、公・民・学の連携を活
かせる環境がある。「柏の葉ス
マートシティ」をまちづくりの
モデル都市として、本市のまち
なかマネジメント構想にある刈
谷駅北口開発や銀座ＡＢ地区開
発にも活かすことができると感
じた。

目　　的
　安心・安全に暮らすことのできるまちづくりを多くの主体の協働に
より進める亀岡市のセーフコミュニティの取り組みについて学ぶ。
視察内容
　亀岡市では、平成 20 年３月に日本で初めてセーフコミュニティの
国際認証を取得し、事故やけがは偶然ではなく、予防できるという理
念のもと、行政と地域住民などの協働により、全ての人たちが安心・
安全に暮らすことができるまちづくりを推進している。平成 25 年２
月には国内初めての再認証を取得。現在、国内で 14 の自治体が認証
を取得している。
所　　感
　亀岡市の取り組みとして、誰もが安心・安全に暮らせるまちづくり
を目標に６つの対策委員会を設置し、市民・行政・団体等が共通の問
題意識を持ち、協働で活動を進めることで、刑法犯認知件数や交通事
故件数・負傷者数が約 50％減
少するなど、確実に成果をあげ
ている。経費がかかる認証を取
得することが必ずしも必要とは
言わないが「日本一安心安全な
まち」を目指している本市にお
いても、市民・行政・団体等が
協働で進めるセーフコミュニ
ティの個々の取り組みは大いに
参考になると感じた。調布市アレルギーホットライン

議場で記念撮影

議会ＩＣＴについて学ぶ

つやま産業支援センターを視察
柏の葉オープンイノベーションラボで学ぶ セーフコミュニティについて学ぶ

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス


